
キツネノマゴ科 キツネノマゴ属 花言葉：善良？

2011.9.3スケッチ

P.S. 武蔵野線の線路土手際に群生していました。緑一面の中に点々と紫色の

小さな花が咲いていました。

名前 花穂の形を孫狐のしっぽに見立てたもの、花が孫狐の顔に似ているからなど諸説あり。

草丈 10～40センチ

花期 8～10月 赤、紫

見沼田んぼ・野草スケッチ キツネノマゴ



茎先に穂状花序を出し、淡い紅紫色の唇形をした花。

花の真ん中に白い星模様がみられる。

葉 葉は披針形で、対生。

茎 茎の断面は四角形で、下向きの棘があり。

果実 実はさく果

原産地 本州から九州 朝鮮半島、中国、インドシナ半島、マレー半島、インド

生育地 北海道から九州 中国 湿った草地や藪

※解説は、みんなの花図鑑のサイトより

http://www.weblio.jp/content/%E8%8C%8E

